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す（図 1 参照）。ネット選挙を導入する前の 2010
年参院選では 57.92% の投票率でした。ネット選




2013 年 7 月 22 日朝刊 7 面），「「ネット選挙」不





































うです，議員の任期は 6 年で，3 年おきに半数改
選で参院選があります。そうすると，各選挙区で


































































図 3 は，この「2013 年参院選の投票率から
2007 年参院選の投票率の差」を示しています。
ご覧いただいて分かると思いますが，47 すべて






図 投票率の変化（2013 年参院選投票率− 2007 年参院選投票率)
めぐる批判が高まっていた選挙でした。他にも


















































































































































































































お わ り に
最後に，これまでの選挙研究の系譜とアプロー
チを整理して今日のお話を終えたいと思います。
今日お話した選挙研究の例は，選挙研究の中でも
「実証的アプローチ」と呼ばれるものになります
（表 3 参照）。とりわけ，都道府県単位で投票率の
変化を追った分析は，イギリス発祥のいわゆる選
挙地理学の伝統に位置付けることができます。ま
た，有権者個人の投票意図の変化を追った分析は，
アメリカ発祥の投票行動論の伝統に位置付けられ
ます。この他，選挙研究には選挙制度に関する研
究も含まれます。選挙制度論に関しては，18 世
紀半ばのフランスに源流があり，19 世紀半ばの
イギリスで発展を遂げ，数理的アプローチ，規範
的アプローチが主に採られてきました。近年では，
選挙制度に関しても実証的アプローチも盛んに用
いられています。このように，「統治」の根幹で
ある選挙制度の研究には，様々なアプローチが用
いられています。そして，選挙を通して多くの人
間ドラマが繰り広げられており，それらは個人レ
ベルの実証的アプローチから迫ることもできます。
これから，皆さんも有権者として選挙に関わるこ
とになります。選挙研究を通して，自分達の重要
な決定について解明してみたいと思いませんか。
ぜひオリジナルの仮説を考えて検証してみてくだ
さい。
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